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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 九州産業大学造形短期大学部 
設置者名 学校法人 中村産業学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 造形芸術学科 
夜 ・

通信 
14   14 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
教務部ホームページに一覧表を掲載している。 

https://www.kyusan-u.ac.jp/eas/app/wp-content/uploads/2019/06/tandai-zitumuka.pdf 
 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

該当なし 

 
 



  

5 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 九州産業大学造形短期大学部 
設置者名 学校法人 中村産業学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
同一法人が設置する九州産業大学のホームページにおいて公表している。 

https://www.kyusan-u.ac.jp/pdf/yakuin_201906.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 株式会社 役員 

２年 

（令和元年

６月１６日

から令和３

年６月１５

日まで） 

「法人を代表し、そ

の業務を総理する」 

非常勤 〃 〃 

「組織運営体制の

チェック機能」 

「学校法人の運営

等に多様な意見を

寄与する」 

非常勤 〃 〃    〃 

非常勤 〃 〃    〃 

非常勤 〃 〃    〃 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 九州産業大学造形短期大学部 

設置者名 学校法人 中村産業学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）の作成過程及び時期については、以下のとおりである。 

 ①教授会において作成依頼を行う（12 月上旬）。作成依頼文書には、記載方法、留

意点等を記載したマニュアルを提示し、学生主体の具体的な内容を記載するよう

求めている。 

  記載項目 

・講義概要  ・講義計画（各回ごとのテーマ及び学習内容）  ・到達目標 

・準備学習の内容（事前・事後学習） ・評価基準  ・評価方法 

・受講上の注意  ・受講制限  ・関連する科目  ・教科書 

・指定図書  ・参考文献他 

 

 ②全教員（大学、造形短期大学部）対象の FD 研修会を実施（12 月上旬）し、授業

計画書（シラバス）への入力項目等の再確認を行い、項目ごとの記載内容、記載

方法の説明を行う。併せて、作成時の注意点を説明し、全体的な記載の統一を図

る。 

 

 ③教員相互による第三者チェックを実施し（1月～３月）、内容の確認を行う。確認

結果は、作成教員にフィードバックし、必要に応じて修正を行う。 

 

 ④前年度の３月（次年度開始前のガイダンス時）に公表する。 

授業計画書の公表方法 

本学ホームページにおいて、対象を限定することなく、公

表している。 

https://syllabus.kyusan-
u.ac.jp/ext_syllabus/syllabusSearchDirect.do?nologin=on 
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２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

授業計画書（シラバス）の作成時に、授業科目担当教員に対してマニュアルを配布

するとともに、FD 研修会を実施し、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー

との整合性に留意し、この授業科目等を履修・修得することによって、「どのような知

識やスキルを身に付けることができるのか」といった視点に基づき「到達目標」の記

載を求めている。到達目標には、「○○ができる」等といった目標を具体的かつ明確に

記載することを求めている。併せて、その評価についても、どのような方法で評価す

るのか、試験、レポート等を併用する場合の評価割合はどのようになっているか、上

位の評価を得るための基準等についても、記載を求めている。 

 これらの項目は、教員相互の第三者チェックを経て、授業開始前に学生に公表され、

自らが到達すべき目標を把握した上で、授業科目を選択することができる。 

 授業科目担当教員は、学生に明示したこれらの項目に基づき、厳格かつ適正に単位

授与の判定を行っている。 

 学生は、成績発表を以て自己の成績を確認することができるが、その内容に疑義が

ある場合は、授業科目担当教員に照会することができる。照会を受けた授業科目担当

教員は、当該評価となった理由等の説明は行うが、これは、成績評価の厳正さを担保

するための措置であり、救済の機会を与えるものではない。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、ＧＰＡを導入している。ＧＰＡについては、学則及び各学部の履修規程

において算出方法等を規定し、明示している。 

 ＧＰＡの算出方法については、全学部共通で成績評価に対するＧＰを設定し、下記

の方法によって算出している。 

 

 ・成績評価に対するＧＰ 

  秀＝４、優＝３、良＝２、可＝１、不可＝０ 

 ・算出方法 

  ＧＰＡ＝［（科目の単位数）×（その科目で得たＧＰ）］の総和÷（履修登録した

単位数）の総和 

  ※ＧＰＡの計算には、卒業要件単位に参入することができない科目及び資格検定

等により認定された科目は含まない。 

 上記の方法により算出したＧＰＡについては、学生への成績発表を以て、通知して

いる。  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ＧＰＡ制度について、大学のホームページにおいて公表し

ている。 

https://www.zokei.kyusan-
u.ac.jp/about/publication/pdf/about_GPA.pdf 
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４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 本学では、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）は学則に規定している。 

各授業科目のシラバスを作成する際は、ディプロマ・ポリシーとの整合性に留意し

て作成している。また、「教育成果評価委員会」を設け、学生の学修成果を確認し、デ

ィプロマ・ポリシーとの整合性を検証するなど、ディプロマ・ポリシーが適切に実施

されていることを確認しながら、運用している。 

 なお、卒業必要単位は 62 単位である。 

 また、卒業判定については、学則に基づき、教授会において卒業要件に対する学生

の単位修得状況を確認の上、審議を行い学長に意見を述べる。学長は、意見を参考に

卒業要件を満たした学生の卒業を認め、学位を授与するという手順で行っている。 

 

具体的な学位授与の方針の内容については、次のとおりである。 

目指すべき人材像＝今日の造形芸術領域の融合と多様化に適応し、誠実で創造性に

富んだ、企業や社会に必要とされる人材の養成を目指す。 

そのための具体的到達目標＝社会人としての豊かな教養、総合的判断力の修得とと

もに、各系列ごとの専門的能力を追求し、今日の多様な社会や文化の創造に貢献し得

る能力を養成することが到達目標である。基礎教育科目、外国語科目及び専門科目か

ら所定の単位を修得し、卒業単位（62 単位以上）の基準を満たしたものに短期大学士

（芸術）の学位を授与する。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本学ホームページにおいて、対象を限定することなく、公

表している。 

https://www.zokei.kyusan-
u.ac.jp/about/pdf/policy2019.pdf 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 九州産業大学造形短期大学部 

設置者名 学校法人 中村産業学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

同一法人が設置する九州産業大学のホームページにおいて

公表している。 

https://www.kyusan-
u.ac.jp/guide/public/zaimu/pdf/h30/h30_taisyaku.pdf 

収支計算書又は損益計算書 

同一法人が設置する九州産業大学のホームページにおいて

公表している。 

https://www.kyusan-
u.ac.jp/guide/public/zaimu/pdf/h30/h30_keisan_shikin.pdf 

財産目録 

同一法人が設置する九州産業大学のホームページにおいて

公表している。 

https://www.kyusan-
u.ac.jp/guide/public/zaimu/pdf/h30/h30_zaisan.pdf 

事業報告書 

同一法人が設置する九州産業大学のホームページにおいて

公表している。 

https://www.kyusan-
u.ac.jp/guide/public/zaimu/pdf/h30/h30_jigyou.pdf 

監事による監査報告（書） 

同一法人が設置する九州産業大学のホームページにおいて

公表している。 

https://www.kyusan-
u.ac.jp/guide/public/zaimu/pdf/h30/h30_kanji.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：事業計画書 対象年度：2016 年度～2019 年度） 

公表方法：同一法人が設置する九州産業大学のホームページにおいて公表している。

https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/plan_and_results/ 

中長期計画（名称：中期事業計画 対象年度：2016 年度～2020 年度） 

公表方法：同一法人が設置する九州産業大学のホームページにおいて公表している。 
https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/plan_and_results/pdf/medium_plan.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：大学ホームページにおいて公表している。 
https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/pdf/eva_h30.pdf 
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（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：大学ホームページにおいて公表している。 
https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/publication/accredited.html 

 

 

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名：造形芸術学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ホームページにおいて公表） 

https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/pdf/01_4kenkyu2019.pdf 
（概要） 

 「産学一如」の建学の理想のもと、社会人としての教養と国際的な視野を持つ、心身共

に健全な人間教育に努めるとともに、実践的学風を重んじ、造形芸術への熱意を育て、基

本的な技能の修得、創造性の向上を図ることを教育研究上の目標とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ホームページにおいて公表） 
https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/pdf/policy2019.pdf 
（概要） 

目指すべき人材像＝今日の造形芸術領域の融合と多様化に適応し、誠実で創造性に富ん

だ、企業や社会に必要とされる人材の養成を目指す。 
そのための具体的到達目標＝社会人としての豊かな教養、総合的判断力の修得とともに、

各系列ごとの専門的能力を追求し、今日の多様な社会や文化の創造に貢献し得る能力を養

成することが到達目標である。基礎教育科目、外国語科目及び専門科目から所定の単位を

修得し、卒業単位（62 単位以上）の基準を満たしたものに短期大学士（芸術）の学位を授

与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページにおいて公表） 
https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/pdf/policy2019.pdf 
（概要） 

教育課程の理念＝造形芸術領域の融合と多様化に対応し、社会のニーズに適応できる人

材を育成するカリキュラムを構築する。基礎教育科目と外国語科目では必修科目、選択必

修科目を中心に、豊かな社会性を養うことを目指し、専門科目では必修科目を少なくし、

自由度が高く個々の修学の目的に対応でき、社会に有用な専門性を持った人材育成を志向

する。 
教育課程の構成＝造形芸術学科の教育課程は基礎教育科目、外国語科目及び専門科目で

編成する。基礎教育科目では、必修科目として大学生活から卒業後のキャリアまでを案内

する科目を置き、選択必修科目として国語系科目と外国語科目を置く。 
専門科目では、すべての系列に共通する科目を共通専門科目とし、各系列に関係する科目

を３つの領域にまとめ、領域専門科目とする。 
初年度に共通専門科目の基礎となる科目を必修科目・選択必修科目とし、前学期にこれ

を学ぶ。後学期から各自の系列を意識しつつ、２年次につながる領域専門科目（系列専門

科目）を学ぶ。２年次で各系列での選択必修科目を履修することで 10 系列に分かれる。領

域専門科目での必修科目は最小限であり、カリキュラムとして造形芸術領域の融合と多様

化に対応する。 
教育課程の特長＝１学科に 10 系列をおき、縦割りのカリキュラムを廃して、他の専攻の

科目も時間割の許す 限り履修することができる独自の科目構成とする。造形芸術領域の融

合と多様化に適応し、個々の学生の様々な興味や目標に対応できるカリキュラムとする。

自由度が高い個々のカリキュラム作りや、卒業後の進路の目標を大学での学びに的確に結

びつけることを指導するため、少人数クラスでのクラス担任制、「プライマリーセミナー
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Ａ」 「プライマリーセミナーＢ」「セカンダリーセミナーＡ」「セカンダリーセミナーＢ」

「キャリア・プランニング」などの基礎教育必修科目、オフィスアワーの実施などできめ

細かく対応するものとする。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページにおいて公表） 
https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/pdf/policy2019.pdf 
（概要） 

本学の求める学生像は以下のとおりである。 

 ・芸術を愛好する心情を持ち、個性豊かな造形的表現力を身に付けようとする人。 

 ・何事にもとらわれない自由な精神を持つ人 

 ・確かな芸術の修得に努力する人。 

 ・造形芸術をとおし、地域社会に貢献する意欲のある人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：大学のホームページにおいて公表している。 

https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/staff/ 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ １人 － １人

造形芸術学科 － ３人 ４人 ４人 ０人 ０人 １１人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計

０人 ８０人 ８０人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：大学ホームページにおいて公表している。 

https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/staff/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 本学では、建学の理念のもと全学的な FD 委員会を基軸として、組織的に FD 研修会、授業ア

ンケート、公開授業や授業研究会など、さまざまな取り組みを行っている。その成果を組織と

して活用するとともに、知見を共有し、教育改善を行うために、 

１．授業内容・授業方法の改善 

２．大学全体の組織としての教育力向上 

の２点の視点から全学的な FD 活動に取り組んでいる。 

 上述した授業改善のために行われるさまざまな試みはもとより、教育重視の大学を目指す本

学としては、教育目標における教育方針の共通理解・目的の共有が不可欠である。教育におけ

る教員個人の創意工夫・改善努力と、組織としての教育力向上への取り組みを基軸として、FD

の充実・推進を不断に実践している。 

 

 「公開授業」は、教員同士が互いの授業を参観しあうことにより、学生の視点に立った授業

内容・方法の工夫、改善に役立てるとともに、教員の資質向上に資することを目的としている。

公開授業を参観した教員は、「参観者アンケート結果」や「学生による授業アンケート結果」

等をもとに、全教員を対象として実施する「授業研究会」において、成果と今後の課題などに

ついて意見交換を実施している。 

 

 FD 活動に関しては、大学ホームページにおいて広く社会に公表している。 

 URL=https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/fd/ 
 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

造形芸術学科 150 人 142 人 94.7％ 300 人 287 人 95.7％ －人 －人 

合計 150 人 142 人 94.7％ 300 人 287 人 95.7％ －人 －人 

（備考） 
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b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

造形芸術 

学科 

117 人

（100％）

7人

（6.0％）

62 人 

（53.0％） 

48 人

（41.0％）

合計 
117 人

（100％）

7人

（6.0％）

62 人 

（53.0％） 

48 人

（41.0％）

（主な就職先）（任意記載事項） 

（株）博報堂プロダクツ、Eｘｙｓ（株）、（株）第一紙行、佐川印刷（株）、木下写場 

（主な進学先） 

九州産業大学、佐賀大学、花園大学 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

造形芸術学科 
144 人

（100％）

115 人 

（79.9％） 

10 人

（6.9％）

19 人

（13.2％）

0人

（0.0％）

合計 
144 人

（100％）

115 人 

（79.9％） 

10 人

（6.9％）

19 人

（13.2％）

0人

（0.0％）

（備考） 

 平成 29 年度に入学した学生のうち、修業年限（２年）で卒業した割合は 79.9％である。一方で、中途

退学者は 13.2％となっている。 

 中途退学については、経済的理由、学力不足、進路変更が多くの割合を占めている。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）【再掲】 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）の作成過程及び時期については、以下のとおりである。 

 ①教授会において作成依頼を行う（12月上旬）。作成依頼文書には、記載方法、留意点等を

記載したマニュアルを提示し、学生主体の具体的な内容を記載するよう求めている。 

記載項目 

・講義概要  ・講義計画（各回ごとのテーマ及び学習内容）  ・到達目標 

・準備学習の内容（事前・事後学習） ・評価基準  ・評価方法 

・受講上の注意  ・受講制限  ・関連する科目  ・教科書 

・指定図書  ・参考文献他 

 

 ②全教員（大学、造形短期大学部）対象の FD 研修会を実施（12月上旬）し、授業計画書（シ

ラバス）への入力項目等の再確認を行い、項目ごとの記載内容、記載方法の説明を行う。

併せて、作成時の注意点を説明し、全体的な記載の統一を図る。 

 

 ③教員相互による第三者チェックを実施し（1月～３月）、内容の確認を行う。確認結果は、

作成教員にフィードバックし、必要に応じて修正を行う。 

 

 ④前年度の３月（次年度開始前のガイダンス時）に公表する。 
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⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）【再掲】 

 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）の作成時に、授業科目担当教員に対してマニュアルを配布するとと

もに、FD 研修会を実施し、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーとの整合性に留意

し、この授業科目等を履修・修得することによって、「どのような知識やスキルを身に付ける

ことができるのか」といった視点に基づき「到達目標」の記載を求めている。到達目標には、

「○○ができる」等といった目標を具体的かつ明確に記載することを求めている。併せて、そ

の評価についても、どのような方法で評価するのか、試験、レポート等を併用する場合の評価

割合はどのようになっているか、上位の評価を得るための基準等についても、記載を求めてい

る。 

 これらの項目は、教員相互の第三者チェックを経て、授業開始前に学生に公表され、自らが

到達すべき目標を把握した上で、授業科目を選択することができる。 

 授業科目担当教員は、学生に明示したこれらの項目に基づき、厳格かつ適正に単位授与の判

定を行っている。 

 学生は、成績発表を以て自己の成績を確認することができるが、その内容に疑義がある場合

は、授業科目担当教員に照会することができる。照会を受けた授業科目担当教員は、当該評価

となった理由等の説明は行うが、これは、成績評価の厳正さを担保するための措置であり、

救済の機会を与えるものではない。 

 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、ＧＰＡを導入している。ＧＰＡについては、学則及び各学部の履修規程において

算出方法等を規定し、明示している。 

 ＧＰＡの算出方法については、全学部共通で成績評価に対するＧＰを設定し、下記の方法に

よって算出している。 

 

 ・成績評価に対するＧＰ 

  秀＝４、優＝３、良＝２、可＝１、不可＝０ 

 ・算出方法 

  ＧＰＡ＝［（科目の単位数）×（その科目で得たＧＰ）］の総和÷（履修登録した単位数）

の総和 

  ※ＧＰＡの計算には、卒業要件単位に参入することができない科目及び資格検定等により

認定された科目は含まない。 

 上記の方法により算出したＧＰＡについては、学生への成績発表を以て、通知している。 

 

 （卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 本学では、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）は学則に規定している。 

各授業科目のシラバスを作成する際は、ディプロマ・ポリシーとの整合性に留意して作成して

いる。また、「教育成果評価委員会」を設け、学生の学修成果を確認し、ディプロマ・ポリシ

ーとの整合性を検証するなど、ディプロマ・ポリシーが適切に実施されていることを確認しな

がら、運用している。 

 なお、卒業必要単位は 62 単位である。 

 また、卒業判定については、学則に基づき、教授会において卒業要件に対する学生の単位修

得状況を確認の上、審議を行い学長に意見を述べる。学長は、意見を参考に卒業要件を満たし

た学生の卒業を認め、学位を授与するという手順で行っている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 造形芸術学科 62 単位 有・無 50 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 
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学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）

公表方法：授業評価アンケートの結果を大学ホームページにお

いて公表している。 

https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/fd/pdf/h30z.pdf 
 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大学のホームページにおいて公表している。 

学内マップ：https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/about/campus/index.html 
主な教育研究施設：https://www.zokei.kyusan-u.ac.jp/campuslife/facility/ 
運動施設：http://www.hssc.kyusan-u.ac.jp/ 
 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 
造形芸術

学科 
680,000 円 200,000 円 340,000 円 教育充実費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 本学では、クラス担任制度を導入している。クラス担任は、必修科目の「プライマリーセ

ミナー」、「セカンダリーセミナー」を担当している。学生は２年間を通して、同一教員に

よる指導を受けることができ、授業以外でも、修学に関する様々な相談を行うことが可能な

体制を整えている。また、障がいのある学生に対しては、授業科目担当教員に必要な配慮内

容を周知し、適切に授業を受講することができるよう、教育的措置を講じている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、就職希望の全ての学生が就職できるよう、入学から卒業まで、各学年のその

時々に応じた様々な支援行事等を開催している。 

特に「就職活動マナー講座」では、ウオーキングをはじめ、美しく輝く立ち居振舞い方法

を、プロの現役モデルが実演指導している。 

2 年次生には、年間を通じ 3回の「就職ガイダンス」を開催し、自己分析の方法や業界・

企業研究、エントリーシート・履歴書の書き方について解説するほか、「面接・グループデ

ィスカッション対策講座」、「業界説明会」、「学内企業説明会」等を実施している。 

また、個別面談に重点を置き、個人情報やプライバシーの保護に配慮した仕切りパネルの

ある相談窓口において、2名の専任スタッフによる懇切丁寧な面談を徹底している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

【定期健康診断と医事カウンセリング】 

 学校保健安全法に基づき、学年始めに定期健康診断を実施し、学生の健康状態の把握、病

気の早期発見に努めている。また、保健室では、医師免許を有する常勤の学校医が医事カウ

ンセリングを週５日担当し、学生の健康相談に応じている。 

 

【心の相談に応じる学生相談室】 

学生相談室では、臨床心理士のカウンセラー３人が、交替で週３日（月・火・木曜日の各

５時間）、さまざまな悩みを抱える学生、精神的な障害のある学生に対するカウンセリング

を行っている。 

 例年、約 15 人の学生が、延べ約 150 回利用している。 
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【障がいのある学生に対する修学支援】 

  配慮を要する学生の認定や必要な配慮等の措置など、教授会で協議している。 

 配慮を要する学生の認定は、学生本人の修学時特別支援の申し込み等に応じて、学校医・

カウンセラーとの面談を経て決定する。その情報は、当該学生の同意を得て授業科目担当教

員などが共有し、適切な修学支援を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：同一法人が設置する九州産業大学のホームページにおいて公表している。 

https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/zaimu/pdf/h30/h30_jigyou.pdf 
 




